
－1－ 

第２回尾張旭市総合計画審議会 会議録 

 

１ 開催日時 

  令和５年６月２３日（金） 午前１０時から１１時３０分まで 

２ 開催場所 

  尾張旭市役所南庁舎３階３０２・３０３会議室 

３ 出席委員 

  鈴木 厚子、荒谷 弘美、森 喜美、朝見 政広、高橋 芳江、 

星野 幸子、フロルデリスゴメス 佳子、杉本 祐也、岡崎 信久、 

松宮 朝、伊藤 雅一、加藤 千晴、山本 恵美子    １３名 

４ 欠席委員 

  佐藤 庸子、三浦 哲司    ２名 

５ 傍聴者数 

  ２名 

６ 出席した事務局職員等 

  企画部長 松原 芳宣、企画課長 谷口 洋祐、課長補佐 寺尾 綾、 

政策企画係長 田中 広樹、政策企画係主査 北川 歩、 

政策企画係主事補 伊藤 舞香 

  三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング㈱名古屋（ＭＵＲＣ） 佐々木 雅一 

７ 議題等 

 ⑴ 基本構想（素案）の検討経緯について 

 ⑵ 基本構想（素案）について 

 会議の要旨 

企画課長  ただいまから第２回尾張旭市総合計画審議会を始めさせ

ていただきます。私は、令和５年６月１日付けの人事異動

によりまして、企画課長を拝命することとなりました谷口

と申します。 

第１回を３月に開催し、かなり日も空きましたが、引き

続き、御協力のほど、よろしくお願いします。 

さて、同じく６月１日付けの人事異動により、３月に御

挨拶させていただきました企画部長の臼井が異動となりま

したので、少しお時間をいただき、新たに企画部長に就き

ました松原より御挨拶を申し上げます。 

企画部長  改めまして、こんにちは。企画部長の松原でございま

す。 

 皆様本日は、大変お忙しい中、本審議会に御参加くださ
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り、誠にありがとうございます。 

 私は、本計画の策定に対して、市内部の総合計画策定会

議の一員として、これまで関わってまいりました。 

 これまでは、市民アンケートや市民ワークショップの結

果を踏まえながら計画策定を進めてまいりました。皆様方

には、是非ともそれぞれの団体の立場で、また市民や一個

人として、私どもが取りまとめた素案を御確認いただき、

忌憚のない御意見を頂戴できればと考えておりますので、

どうぞよろしくお願いします。 

 簡単ではありますが、私からは以上でございます。 

企画課長 それでは、開催に先立ちまして、委員の交代がございま

したので、御報告いたします。尾張旭市小中学校ＰＴＡ連

絡協議会の山内会長におかれましては、５月９日に同協議

会の会長を退任され、新たに朝見会長が就任されました。

これに伴い本審議会の委員も交代していただくこととなり

ました。 

朝見委員、どうぞよろしくお願いいたします。 

また、本日は、所用により、名古屋市立大学の三浦委員

と尾張旭市商工会の佐藤委員が欠席されると事前にお伺い

しておりますので、お伝えさせていただきます。 

本日は１５人中１３人の出席をいただいており、委員の

過半数の御出席をいただいておりますことを御報告いたし

ます。 

 それでは、ここからは伊藤会長に、会の進行をお願いい

たします。 

伊藤会長 本日は、第２回目の全体会を招集しましたところ、皆様

には御多忙の中、お集まりいただき、誠にありがとうござ

います。 

 本日の会議につきましては、お手元に配付しております

次第に従って進めますので、よろしくお願いします。 

 それでは、議事に入ります前に、３月に開催しました本

会議において、バックキャスティングとフォアキャスティ

ングの考え方の整理と財政推計について、市で検討するこ

ととなっていたと思いますので、検討結果などがあれば説

明してください。 

政策企画係長 企画課の田中です。よろしくお願いします。 

それでは、第１回総合計画審議会で御意見をいただきま

した２点について、企画課から説明いたします。 

まず、バックキャスティングとフォアキャスティングの

考え方についてでございます。 
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本市においては、市民の皆さんと将来のまちについて、

ワークショップを開催し、検討を進めてまいりました。そ

のめざすまちの実現に向けて、計画を策定するに当たり、

財政等の推計や都市基盤整備のようにバックキャスティン

グでは、考えることが難しいものも計画内にはございま

す。このため、バックキャスティングで考えるところと、

現状の積み上げ、いわゆるフォアキャスティングで考える

ところとのメリハリを付けて検討していきたいと考えてお

ります。 

次に財政の推計についてでございます。 

財政や市の収入に関する推計は、事業者の業績に大きく

左右されるほか、近年の新型コロナウイルス感染症のよう

に国から多額の交付金が入ってくることもあり、社会情勢

の影響を大きく受けるところでございます。 

このため、現行の税制度を仮定した税収の見通しなどを

お示しし、本市の財政状況をお伝えできればと考えている

ところでございます。なお、税収の見通しにつきまして

は、ただいま、担当課で推計作業を進めているところでご

ざいますので、資料が整い次第、御提示させていただきま

す。 

なお、計画の実効性を担保するための財政の見通しとし

ましては、毎年向こう３年を計画期間として策定する実施

計画の中で、お示ししていきたいと考えております。 

伊藤会長  企画課より第１回総合計画審議会で御意見のありました

バックキャスティングとフォアキャスティング、それから

財政推計について、説明がありました。 

 バックキャスティングとフォアキャスティングについて

は、資料４の３ページ「策定の視点」の中にどういった視

点で計画を策定していくかという点で、バックキャスティ

ングで検討するという説明でしたが、前回の審議会の議論

を踏まえまして、バックキャスティングとフォアキャステ

ィングを組み合わせて計画を策定していくという説明であ

りました。 

財政計画については、実施計画の中で示していくという

ことで、今後、税収の見通し等の資料を作成して配布され

るとの説明がありました。 

ただいまの説明について、何か確認しておきたいことは

ありますでしょうか。 

 （意見なし） 
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伊藤会長 それでは、計画の策定については、バックキャスティン

グとフォアキャスティングが組み合わさっていくというこ

とを御理解いただくことと、財政見通しについては、追っ

て資料が示されるということを御理解いただきたいと思い

ます。 

それでは、次第に従いまして議事に入りたいと思いま

す。 

次第２の⑴「基本構想（素案）の検討経緯について」及

び⑵「基本構想（素案）について」、関連がありますの

で、一括して企画課から説明をお願いします。 

政策企画係長 （資料７ 基本構想（素案）の検討について、資料８ 

基本構想（素案） 説明） 

伊藤会長 ただいま、議事⑴及び⑵の説明がありました。 

 本審議会で調査審議する基本構想（素案）についての策

定経緯の説明、それから市が策定した素案の説明でありま

した。 

 本日の全体会では、総合計画の最も重要な部分である基

本構想（素案）、即ち、資料８を中心に調査審議したいと

思います。また、資料７は、資料８を導き出すための経緯

ということですので、こちらについても御不明な点などが

あれば確認をお願いしたいと思います。 

 基本構想は、今後１０年間の方向性を定めるものとなり

ますので、基本構想に沿って具体的な取組が出てくること

になります。この具体的な取組、施策と抱き合わせで、今

後審議していくことも必要になってくると思います。そう

いった意味で、本日は基本構想のみの審議になりますの

で、審議にも限りがあると思いますが、皆様から御意見を

お伺いできればと思います。 

 それでは、ただ今、企画課から説明のあった内容につい

て、御不明点の確認や、それぞれ委員の皆様の立場・視点

での提案、また賛同する点など、どのようなことでも結構

ですので、お伺いしていきたいと思います。できるだけ多

くの方に御発言をいただきたいと思いますので、御協力く

ださい。どなたからでも結構です。皆様いかがでしょう

か。 

鈴木委員 今回、めざすまちの未来像が、「幸せつむぐ 笑顔あふ

れる 尾張旭」で、これまでは、緑だとか公園都市など環

境について述べてきています。それが今回初めてなくなっ

たということで、その辺りはどのような議論がなされたの

でしょうか。 

政策企画係長 これまでは、どちらかと言えば、都市づくりに関する表

記としてきました。従来の総合計画は、人口増加に対応す
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るための都市づくりとしての性質もあり、緑や公園都市な

どの都市整備に関する部分が入っていました。 

第六次総合計画では、都市整備がある程度進んできてお

りますので、「人の暮らし」というところに着目をして策

定を進めてきました。このため、「人」の状況を表すこと

が適していると考えてこのフレーズを設定しました。 

ただし、「緑」や「健康都市」というフレーズについて

は、これまでも看板として掲げてきており、こういった部

分は、「人」の「笑顔」や「幸せ」といった表現に含まれ

ていると考えています。 

鈴木委員 「人」に着目している点は伝わる表現だと思います。た

だ、緑などの環境のことを捨てることに未練はなかったの

かと気になりました。 

伊藤会長  緑を大切にしていく「公園都市」やＷＨＯの進める健康

づくりの「健康都市」は、これまで、尾張旭市の特性を表

していたと思います。今回の都市像については、尾張旭市

の特性は何なのか。何をブランディングしていくのかが現

段階では、少し見えにくいところがあるので、具体的な取

組の中で分かれば良いと思いますし、尾張旭ならではの特

色が都市像に反映される、あるいは市民の皆さんに共有さ

れると良いと思います。 

政策企画係長  ありがとうございます。 

朝見委員  「人」にフォーカスしている点は、すごく良いと思い、

共感しました。 

 都市づくりにフォーカスしていくというフェーズが最初

にあったと思いますが、そこで人にどう暮らしてほしいか

といった気持ちというか。私は会社で働いていますが、私

の入社時には、会社の福利厚生や年収、寮の有無など、会

社の環境が会社を選ぶベースとなっていました。最近の若

者たちは、そこで働く人の人間関係や、そこでどういう成

長ができるかというところで会社を選ぶ時代になっている

と感じています。そのため、会社もすぐに移っていく、探

していくという時代になっていると思いますので、その流

れにも合っているので、すごく良いと思います。 

 鈴木委員の意見を聞いて、確かに、公園都市は、みんな

が頭の中に同じ映像が浮かぶと思いました。過去に名鉄瀬

戸線などに貼ってあったあさぴーと森林公園のポスターな

どすごくイメージが良かった。 

 こういう「まち」なんだというのが分かり、このまちに



－6－ 

住みたいというイメージができるところから、こういう生

活ができるというイメージを持っていただくという方向に

今回振っていると思いますが、それを伝えていくことはす

ごく難しいと思います。会社内でもそういった議論が良く

出ますが、イメージボードや最近では動画などを活用して

います。そういったものを作っていく予定などがあれば教

えてほしいと思います。 

企画課長  まさに朝見委員の意見のように、人の姿ですとか「笑顔

あふれる」人の様子は、比較的イメージが湧きやすいとこ

ろではあると思いますが、どこのまちにおいてもそれは同

じです。そうした中では、総合計画を策定する上で、イメ

ージボードのようなものや、「めざすまちの未来像」のロ

ゴマークの中に少しデザイン性を持たせるなど、そういっ

た工夫が必要と感じました。 

 今後、活字だけでも短く、フレーズが分かることに加

え、朝見委員から意見のあったことも参考にさせていただ

きたいと思います。 

岡崎委員  同じ関連で、尾張旭に住んで３０年以上経つが、道や公

園など基盤整備はある程度進んできていると感じていま

す。朝見委員から発言があったように、長く住んでいると

イメージが湧いてくるが、第六次総合計画の１０年間の中

で、外に対してもシティプロモーションしながら、どのよ

うに人を呼び込んでいくのかといった時に、外の人がこの

フレーズを見た時にどういうイメージを持つのだろうかと

いった点が気になります。「幸せ」や「笑顔」はおそら

く、多くの市町が使っているフレーズだと思いますので、

これを持ってどのように瀬戸市や長久手市との差別化を図

っていくのかという点が非常に難しいと感じます。 

企画課長  尾張旭をブランディングしていく、周辺自治体と何が違

うのかというところにフォーカスしていかなければいけな

いところがあり、そうした中では、「幸せつむぐ 笑顔あ

ふれる 尾張旭」は、非常にシンプルな構成であり、これ

までの計画のような、様々な要素を詰め込んだ結果、若干

長いフレーズとなっていたところを短くしたというところ

において、メリットがある一方で、デメリットにもなる部

分もあると考えております。 

 それを補完するために、先ほどのイメージボードや第六

次総合計画で新たに設定しております「まちづくりの基本

方針」があると考えております。特に、１項目目にある
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「楽しさ」や「自分らしく」といったキーワードを「まち

づくりの基本方針」として設定しているのは、事務局とし

てはチャレンジの部分だと考えています。これらの一般的

なイメージと、実際に進めていくまちづくり、例えば、今

後進めていく三郷駅周辺整備など少し目に付くような事業

を、上手く組み合わせながら、市民の皆様、あるいは市外

の皆様にＰＲをしていきたいと委員の意見を聞いて感じま

した。 

伊藤会長 意見を伺っていると、シティプロモーション戦略やブラ

ンディング戦略について、現計画には、シティプロモーシ

ョンという表現が入っていて、それらに取り組んできたと

思いますが、今のところ、施策体系等には、表現がされて

いないため、その辺りが非常に重要になってくると思いま

す。 

岡崎委員  計画の主体は、市民に向けたものであると思いますが、

その辺りもやはり入っていなければいけないと思います。 

森委員  この計画は、住みたいまちを作っていくためですよね。 

 愛知県内や日本全国で、住んでみたいまちというのが出

ていて、愛知県では、日進や長久手が上位に来ていると思

います。 

 そういう自治体が、何に取り組んでいるかといった点

は、当然勉強していると思います。尾張旭として「住みた

いまち」を作るために、この計画を策定していくとなる

と、「緑豊かな」などの「緑」という言葉が常に出てきま

す。しかし、１０年ないし、５年経つと、かなり山が削ら

れ、住宅地が整備され、田んぼが埋められて住宅地ができ

るのではないかと考えると「緑」という言葉を維持できる

かということ心配しながら読んでいました。 

 もう１点が、共生社会という言葉を使っているので、地

元、隣近所助け合って、自治会で助け合っていくことを目

指していくということだと思います。他の会議でも同じ話

題が出てくるが、個人情報の問題が引っかかり、隣の家族

構成やお年寄りの有無などがだんだん分からなくなってき

ています。そういったことから、「ともに助け合う」や

「みんなで支えあう」ことに逆行している部分もあると感

じています。そういった点をどのようにしたらみんなで支

え合えるのかと、連合自治会や社会福祉協議会での話し合

いでも話題に出てきます。そういったことを基本構想の中

で、どのようにやったら良いかを含めることにより、それ
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らの羅針盤のようなものになると市民にも分かりやすい計

画となるのではないかと思います。 

 総合計画は様々な団体等で行う会議などの大本になるた

め、あまり具体的なことは出せないと思うが、そこへ向か

っていける言葉を上手に使っていけると良いのではないで

しょうか。 

企画課長  人のつながりが希薄化していくような、色々な社会環境

の変化がある中で、少子そして超高齢化が進んでいく中で

は、本当に地域のコミュニティなどの人のつながりみたい

なものがとても大事で、これから１０年間をどのように進

めていくかによって、その後のまちの在りようなどが変わ

ってくると考えております。 

 これまでの総合計画では、「ともにつくる」や「みんな

で支えあう」という、キーワードが入っており、今回の総

合計画においても、「まちづくりの基本方針」の⑷のとこ

ろに「「人とのつながり」を大切にします」という方針を

定めています。 

 この基本方針のために、どのような取組を行うのか。社

会福祉協議会や様々な市民団体がどんなつながりを持つこ

とができるのかが大切になってくると考えています。 

 もう１つには、「めざすまちの未来像」の中に「幸せつ

むぐ」という言葉があります。「つむぐ」という言葉はや

や難しい言葉で、元々は、糸を繭からより合わせるといっ

た意味があり、今では、それが転じて、縦糸と横糸を面的

に、重層的により合わせて、布になっていくことや、ある

いは、長い時間軸の中で、歴史をつむぐや、物語をつむ

ぐ、あるいは、２人ないし、もっと多人数の人たちが手を

取り合っていやっていくという意味があります。そうした

中では、「みんなで支えあう」や「ともにつくる」という

言葉を、継承していくというような議論を内部でしており

ました。 

森委員 もう１点、この資料は、ホームページにも出ると思いま

すが、資料７の６ページに「ウェルビーイング」とありま

す。カタカナをできるだけ使わない方が良いのではないか

と思います。毎回意味を調べなくてはいけなくなってしま

う。 

企画課長 カタカナの言葉については、括弧書きで解説を入れるな

ど、そうした配慮も今後、検討していきたいと考えており

ます。 
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もちろん無理にカタカナを使うことは避けていきたいと

考えていて、日本語で表現できるものは、日本語で表現し

ていきます。 

岡崎委員 ただいま、企画課長から、「つむぐ」の想いを聞き、聞

いていて理解ができ、入ってきますが、文章だけ見るとイ

メージができないため、もう少し説明を入れていく必要が

あるのではないでしょうか。 

記載のある「積み重ねる」と「つなぐ」でも違うと思い

ますし、そこをもう少し違った言葉で説明していかないと

「つむぐ」という言葉につながってこないと思います。 

企画課長  ありがとうございます。 

伊藤会長 「人とのつながり」については、以前は新しいキーワー

ドとして表現されたこともありましたし、福祉分野では、

「ソーシャルキャピタル」という言葉も使われているかと

思います。 

尾張旭は、社会福祉協議会やボランティア、ＮＰＯの活

動も活発であり、私自身、自治会等活動促進助成事業の評

価を長年行ってきましたが、尾張旭の自治会は、かなり特

色のある取組がされています。そういった人と人をつなげ

る活動は結構あるため、これを上手く特色として出してい

けると良いのではないかと思います。 

市民の皆さんにも、頑張って活動に取り組んでいるＮＰ

Ｏや自治会の活動を知っていただき、その活動に光が当た

るとより良いと思います。 

森委員 地域福祉計画や地域福祉活動計画でも自治会の活動など

が出てきます。総合計画の中でも、具体的な取組の例が少

しでも出てくると良いと思います。 

企画課長  今のことに直接的に関わる部分として、資料８の４ペー

ジから７ページまでの部分を少し補足的に説明したいと思

います。総合計画なので、全ての行政分野を網羅した計画

となります。個別分野で地域福祉計画などもありますが、

総合計画では、福祉の分野は４ページの基本目標１に入っ

ています。 

 森委員が所属する、社会福祉協議会の取組などは、施策

１－１から１－５の中にうたいこまれていくことになりま

す。また、６ページの上段の基本目標５で「人とふれあい

安心して暮らすまち」の１項目目に「市民によるまちづく

り活動の支援」という項目があり、自治会やＮＰＯの取組

については、この施策の５－１の中に入るほか、施策５－
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２では、自主防災組織に関する取組が入っています。 

 ここ（基本構想）の中に、具体的な活字として、若干キ

ーワードが入っているだけになっていますが、この後、皆

様に部会に分かれて細かく審議していただく内容において

は、この施策５－１の中身について、さらに詳しい資料を

用意していきたいと思っておりますので、そういった資料

も参照しながら、この全体会、それから部会で、ここは具

体的に書いた方が良いなどの御意見をいただきたいと思い

ます。 

松宮委員  大きい点と小さい細かな点について、まず、大きい点で

は、「幸せつむぐ」が、作り続けていく動的なイメージが

あり、非常に良いと感じました。自分が逆にイメージした

のは、「幸せつむぐ」ということは、不幸ではないという

網の目を作るというセーフティーネットのような意味もあ

るのではないかと思います。施策の中では、健康でいられ

るや困難な状況であっても暮らしやすいという、実はそう

いった意味でも波及するようになる要素として伝われば良

いと思います。明るい展望も重要ですが、ベースはセーフ

ティーネットをしっかりと作るという趣旨があると、より

この言葉が活きてくると思います。特に福祉や医療の分野

では大事となり、そういう意味では、安心して暮らせる、

困難な状況にあっても暮らしやすいという部分は、対外的

な魅力だと思うので、そういう趣旨も含めて少しでも伝わ

ると良いと思います。 

 また、部会資料の、町内会自治会加入率が下がっている

という表記があるため、森委員の意見にありました「参

加」や「つながり」というニュアンスが、「つむぐ」で動

的な形で伝わっていき、今後、「つなげていくこと」が見

えてくるようなものとなると計画として良いと思います。 

 次に細かい点で、文言の統一がされていない点が見られ

るため、統一したほうが良いと思います。例えば、資料７

の７ページ「子ども」が漢字でありますが、他にはひらが

なで表記されている箇所があります。 

伊藤会長  後段の表現の統一は、企画課で、今後調整してもらえれ

ば良いと思います。 

 その他、「つむぐ」に対して、セーフティーネットに関

する意見がありましたが事務局から何かあればお願いしま

す。 

企画課長  「幸せつむぐ」が動的という表現をしていただいたこと
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と、逆説的には不幸せでないという部分から、しっかりと

基盤を作り上げる意味を教えてもらったと感じました。私

たちの発想の中では、プラスの方に考えていた部分があっ

たため、新しい気付きでありました。 

政策企画係長  意見を聞き、「幸せつむぐ」に対して安心といったワー

ドが大切だと感じたため、反映させていきたいと思いま

す。 

岡崎委員  ８本の柱について、おそらく少子化対策等「こども・子

育て」を切り出して基本目標としていますが、基本目標１

にも少子化対策に関する記載があり、ここは、基本目標１

と２で連携していくというイメージでよろしいでしょう

か。 

企画課長  基本目標２が「こども・子育て」に関する分野として、

一つの基本目標として掲げております。第五次総合計画で

は、第六次総合計画でいう基本目標１の中の１つの施策と

しておりました。 

 これは、国において、こども家庭庁ができ、こども基本

法が施行されたため、これまでより「こども」を少し幅広

に捉えられる必要があると考えたため、１つの基本目標に

設定したものです。 

 しかし、こどもに関する取組はいくつかの施策分野に関

わってきます。基本目標１の「健康」や「母子保健」など

が関連していますし、都市基盤整備や教育といった分野に

も関連があると思います。第六次総合計画においては、こ

の「こども」に関する取組をどのように取り扱っていくか

が１つのポイントとなると考えています。そこで設定して

いるのが、「まちづくりの基本方針」の⑶「「子育てしい

やすいまち」の魅力を高めます」です。これは、８本の基

本目標を「「子育てしやすいまち」の魅力を高める」とい

う切り口で横断的に横串にさすイメージです。加えて、

個々具体的な施策としても拡充し、１つの基本目標に設定

しております。 

 つまり、縦の方にも太くし、分野を横断して連携して

「こども」に関する取組を進めていきたいと考えておりま

す。 

岡崎委員 基本目標が部単位で設定されているため、縦割りのイメ

ージがあります。横串をさしてしっかりと進めることがで

きる体制づくりをお願いしたいと思います。 

伊藤会長  ただ今の意見から、子育てやこどもに関しては、現行の
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総合計画でも、子育て世代が選択しやすいまちをつくると

いうところを重点的に審議した経緯があります。 

 そういった意味で、現行計画をさらに充実させるという

発想だと思います。やはり子育て世帯が選択しやすいまち

というのは、尾張旭市が例えば、隣接する長久手や日進に

比べて、何が比較優位なのかというところが非常に重要に

なってくると思いますので、これまでの子育て支援に関す

るまちづくりの実績を踏まえて、そういった比較優位な点

をより出していけるといいと思いますし、せっかく基本方

針となるため、重点的な取組かつ横断的な取組となるた

め、そのあたりが表現できると良いと思います。 

政策企画係長  現行計画でもありましたが、近年、「こどもの権利」な

どが着目する重要な点の一つとして社会的に問題となって

いると思います。そのあたりについても、こどもの可能性

を拡げるといった言葉を総合計画の一番大切な基本構想に

記載しました。また、「子育て」というと親目線になって

しまうため、こども目線での表記とするため、基本目標２

の分野は「こども・子育て」と分野を表記しております。 

鈴木委員  基本方針に「「自分らしく」を応援します」と「「子育

てしやすいまち」の魅力を高めます」が並記されていま

す。「自分らしく」を多様性と捉えた際に思いつくのが、

「ＬＧＢＴ」や「独身でいたい」という意思を尊重するこ

とや「子どもを産みたくない」という意思を尊重すること

です。 

 このため、「「自分らしく」を応援します」を読んだ時

にシングルで生きていく人への支援などが思い浮かび、独

身でも生きていきやすいまちをめざすのかと思いました

が、一方で次の項目に「「子育てしやすいまち」の魅力を

高めます」という家族を想起させる記載がありました。こ

れらをどのように両立させていくのだろうと疑問に思いま

した。 

企画課長 価値観が多角化多面的である社会において、今後、まち

づくりを進めていく上で、行政が価値観を押し付けるとい

うことは、あってはならないことだと考えています。そう

いった中で大切となる多様性をしっかりと認めていくこと

を、基本方針⑵の「「自分らしく」を応援します」で表現

しています。 

 「「子育てしやすいまち」の魅力を高める」ためには、

ある一面的な光の当て方をすることによって、良い人もい
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れば、逆に傷付く方も出てくることも十分に念頭に置きな

がら、様々な取組を進めることが必要と考えております。 

 実は、基本方針⑷に、「「人とのつながり」を大切にし

ます」とありますが、「私は１人で生きていきたい」とい

う方のそういった価値観を認めてもらえないのかというよ

うなことが、例えば基本方針⑵「「自分らしく」を応援し

ます」とバッティングするのではないかといった意見も、

検討段階ではでてきました。こういった一見矛盾するよう

な部分を、どういう風に説明をしていくことができるか検

討していきたいと考えております。 

政策企画係長  多様性など一人ひとりの希望を１番重視することが大切

だと考えております。めざすまちの未来像にある「笑顔あ

ふれる」には、一人ひとりが気持ち良く生活できるという

意味合いが含まれております。 

鈴木委員 家族を応援するとどうしてもシングルの人たちに税負担

が増えるということにつながってしまうのではと心配して

しまったため、どちらを重視していくまちとなるのかと思

いました。 

岡崎委員  基本方針は、⑴から⑷までは、優先順位の順と捉えれば

よろしいでしょうか。 

企画課長 基本方針の項目間に優先順位はないと考えております。 

岡崎委員 基本方針⑶の「「自分らしく」を応援します」につい

て、「応援」というと、「はい、頑張ってね」というイメ

ージがあります。 

「支援します」では、表現が固くなってしまうからと検

討した中で、こうした言葉を使ったと思いますが、軽く捉

えられないようにしなければいけないと思います。 

伊藤会長  そういった意味では、「応援」という言葉は、一歩踏み

込んでいます。これまでのまちづくりは、市民活動の舞台

づくりであり、その舞台で演じるのは、市民一人ひとりと

なり、それぞれに演じてもらうことであったため、そうい

った意味では、行政が積極的にバックアップしてくれるの

かとも捉えられる表現となっています。表現の仕方で、受

け止め方が変わってくると思いますので、一度検討してほ

しいと思います。 

企画課長  基本方針の⑴～⑷の「何々をしていきます」という表現

について、必ずしも主語が行政になるものではなく、「市

民の皆さんが応援します」や、「事業者の皆さんが応援し

ます」といったように、まちづくりの基本方針がやや行政
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寄りの要素を含んでいることは間違いないですが、全てが

行政の取組ではなくて、市民の皆さんと一緒になってめざ

すまちの未来像の実現をめざすといった中においては、市

民同士の応援など、そういったことも想定できるのではな

いかと考えております。 

伊藤会長 現在の文章の構成上、今の説明は少し難しいと思います

ので、文章の構成で分かるようにした方が良いと思いま

す。 

企画部長 今回の第六次総合計画の策定におきましては、庁内でも

様々な議論がございました。 

その中では、最初に意見のありましたように、第五次総

合計画までは、比較的まちづくりを中心に担ってきたとこ

ろでございます。近年では、人口が減少していく世の中

で、ある意味まちの間で人を取り合う、そういった競争が

激化していくような時代背景がございます。このような時

代においては、やはり「人」に着目して今回は、策定して

いくべきという方針が、第六次総合計画の中では、意思統

一されたと考えております。そうした中においては、各項

目の説明部分が説明しきれているのかというと、欠ける部

分もありますので、皆様方には、そうした部分も含めて、

色々と御意見をいただき、計画に反映させていきたいと思

います。 

森委員 第五次総合計画までは、形のあるものがずっと出てくる

イメージでありましたが、今回は形よりも、人と人の心の

部分をどうやって作り上げていくか。それを行政だけが作

っていくと思われるとちょっとという説明もありました。 

 心の部分はなかなか作りにくいと思います。これを見た

人たちがどう捉えるかは、人それぞれとなります。形のあ

るものであれば、「これをめざして」ということがしやす

いと思います。 

 「自分らしく」や「子育てしやすい」、「人とのつなが

り」といった気持ちの部分が非常に大きく出ていますの

で、それを簡単に短い文でどのように表現していくかとい

うところだと思います。 

朝見委員  今の意見を受けて、ここで表現できなくても、イメージ

ボードや動画などで表現すると良いと思います。また、ま

ずは、庁内の職員の働き方も変えなければいけないと思い

ます。 

 仕組みや組織を作って、オペレーションをやって、「も
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の」ができれば良いことを尾張旭市が目指さないと方向転

換するとなると、市の職員の方もついていけなくなると思

います。この辺が結構重要だと思っていて、企画部が先頭

を切ってやっていくことだと思いますが、職員の働き方が

変わる振る舞いと同時に、自主性を持った社会福祉協議会

や自治会に示すことにより、なんとなくみんながこの総合

的なイメージを持つように仕掛けをしていくことが必要だ

と思います。 

 この文章のみで表現しきれないことを数々やっていくと

思いますが、そんなような認識を持って期待して聞いてい

ました。 

企画課長  文章の中でできる限り表現していけるように努力してい

きたいと思います。 

その上で、様々な仕掛けを市民の皆様に伝わる形で進め

られるかが大切です。人によっては、文章を読む方が良い

人もいれば、少し感性に訴える方がより伝わるという方も

いると思います。特に最近の若い方は、そういった傾向が

あるかもしれませんが、仕掛けづくりという中では、本質

的な部分を意見してもらったため、勉強しながら進めてい

きたいと考えております。 

星野委員 基本方針に、「「暮らしやすさ」に「楽しさ」を」とあ

ります。私は、車の運転ができないため、市営バスあさぴ

ー号を利用しています。とても便利で助かっていますが、

現在は西ルート、東ルートの２ルートとなっているため、

東西のルート以外も検討してほしいと思います。 

 また、あさぴー号のほかにも、歩いて市内の場所に行き

たいと思いますが、行くところがないのが現状です。今

後、「楽しさ」のところを考えてもらいたいと思います。 

企画課長  市民アンケートや市民ワークショップを通じて、市内の

皆様からは、一定程度、満足感を得ているというホッとす

る結果がございました。 

 そういった中で、足りないのは何かというと、「楽し

さ」の部分がこれまでのまちづくりの中では、足りなかっ

たのではないかということでございました。星野委員から

の御意見のとおり、「楽しさ」というところが、今後のキ

ーワードになると考えております。 

山本委員 全体を見るとすごく無難で良い案だと思います。基本方

針⑵に「自分らしく」とありますが、尾張旭らしさがどこ

にあるのかと感じました。やっぱり名古屋市のまねごとを
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ずっと続けているようにしか見えないし、一方で長久手は

長久手で、自主性を重んじたから人口が増加していると思

います。 

私たち親世代も、子育てする上でどこに家を買おうと考

えた時に、みんなその地域の特性をちゃんと調べながら、

自治体の状態も確認して住んでいて、やはり名古屋市は福

祉が充実しているからとか、長久手は交通の便がいいから

とか、旦那も仕事に行きやすいなどを理由に選ぶと思いま

す。 

それに対して、尾張旭は、平和だからという無難な意見

が多いように感じます。ただ、自分はそれで住んでいて周

りの人たちもすごく楽しいし、ママ友などもいまだに仲良

くしているぐらい過ごしやすいと感じています。そんない

いところなのに、良いメリットが全然現れないままで、内

輪だけで「尾張旭っていいところだよね」で終わってはい

けないと思います。 

このため、尾張旭の独自性を出せるものが必要だと思い

ます。高齢化で、2040年からは在宅で看取れるようにして

いこうと国が言っているから、それに向けて、在宅福祉や

医療などの分野で尾張旭のベースづくりをし、それを受け

て尾張旭の在宅での死亡率を上げるとなれば、尾張旭って

地域だったり、家族だったり、市をもってみんなを守って

くれるという風に実感し、これから住む人や高齢化を迎え

る人にとっては住みやすいと思います。また、こどもたち

の保育園に関して、病児保育がすごく大切で、母親はこど

もが熱を出したら休むことになってしまう。でもそれは、

核家族が多く、周りがいないからであって、特に長久手は

そういった時に休む人が多いと感じます。尾張旭は、結構

自分の両親が近くに住んでいることなどが多く、尾張旭の

方は、両親に預けて働いてくれる。それは、職場にとっ

て、すごくメリットだと思います。それも一つの独自性だ

と思いますが、表現できていない。そのまま、良いところ

ばかりが沈んで「名古屋市いいよね」となってしまうのは

寂しいと思いますので、もう少し尾張旭らしさのある方針

があると、それを見て、「尾張旭っていいよね。住もうか

な」となると思います。 

企画課長  尾張旭らしさをＰＲするのが、比較的苦手な市として、

これまで５０年間過ごして来たと思います。そうした中で

は、総合計画のフレーズというのは、災害が少ないといっ
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た部分も含めており、比較的色々な要素を入れられるよう

な方針となっていることは否めないと思っております。 

 御意見のような、こんな見方ができるといったところ

を、是非、今後も部会を通して教えていただき、それぞれ

の取組を進めていく中で、シティプロモーションというキ

ーワードもございましたが、どうやって市外の方にもそれ

を伝えていけるかというところが、これからのまちづくり

にとって、１つのキーになると思っております。 

 総合計画の基本構想での表現については、どのような形

が取れるのか検討していきたいと思います。 

伊藤会長 その他意見等はありますか。 

 （意見なし） 

伊藤会長 基本構想案の審議は、今日で完結するわけではありませ

ん。施策の審議を進める中で、基本構想部分に対する意見

も出てくるかと思いますので、その際に御意見をいただけ

ればと思います。その他、御意見がなければ、今日の調査

審議は、これで終えたいと思います。 

本日、様々な御意見がありましたけれども、御意見に対

しての回答は、先ほど説明した部分もありますけれども、

企画課の中で検討していただきたいと思います。 

続きまして、次第の３、その他としまして、企画課か

ら、説明をお願いします。 

政策企画係長  （部会資料１ 部会について、部会資料２「施策別指針

（素案）の見方 説明」 

伊藤会長  ただいま、今後の各部会の日程確認、それから資料の見

方の説明がありました。 

 松宮委員におかれましては、各部会の部会長をお願いし

ておりますので、どうぞよろしくお願いします。 

 また、本日欠席されております三浦委員に対しまして

は、企画課から改めて説明してください。 

 それでは、本日、基本構想の内容を確認しましたが、よ

り具体的な各施策の内容を調査審議していくと、未来像や

基本方針も含めた基本構想についても意見が出てくると思

います。 

 このため、先ほどの企画課の説明にもありましたとおり

各施策の内容の調査審議に合わせて、基本構想について

も、御意見を伺うタイミングを各部会でも設けていただき

たいと思いますので、よろしくお願いします。 

それでは、各部会の進め方について、各委員の皆様から
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御意見や御質問等があれば、御発言いただきたいと思いま

すが如何でしょうか。 

岡崎委員  部会の資料は、本日配付された資料でよろしいでしょう

か。 

政策企画係長  本日配付した資料を基に調査審議していただくことを予

定しております。 

伊藤会長 続きまして、次第の３、その他としまして、企画課か

ら、連絡事項などがあれば、お願いします。 

企画部長 本日は、基本構想の素案の審議ということで、総合計画

の非常に幅広い中から、かなり絞り込んだ中での議論であ

ったと思います。皆様からいただいた御意見について、今

一度確認して、企画課の方でとりまとめを進めていきたい

と思います。 

本日は、長時間に渡り御審議を頂きまして、ありがとう

ございました。次回以降もよろしくお願いします。 

伊藤会長 以上をもちまして、第２回全体会を終了いたします。 

御協力ありがとうございました。 

 


